
東南アジア研究 13巻 1号 1975年6月

南 ベ ト ナ ム の 米 経 済 と 米 政 策

- 統 計 的 ･実 証 的 分 析一-

辻 井 博*

RiceEconomyandRicePolicyofSouthVietnam

- AnFJmPlrlCalandStatisticalAnalysts-

by

HiroshiTsuJII

Inthisp叫)ereHll)lriL･al(lescrlPt10nandanalysisOfthericemarketand theri(､e

l)Oli(二yOfSouthVietnam illthesixtiesandearlyseventiesup t(∫August1974 were

｡〔)ne. Thc (.mphasisisplaced on ricemarketing and related policies,and on

il-VeSt櫛tti()-I0rthereliabilityofStatisticaldataconcemingrice.

Theri(､eeぐOTl｡my]'nSouthVietnam wasaffectedgreatlyI)yscopeandintensity

olw;lr. Fr()m 1965theCountryhiLdtoimportricebyConsiderableamourltSeveryyear

(､hanglngitsposition fr()m thetraditionalriceexportertoalargeimporter･ But

from around1969totiLjri(teproducti')nincreasedratherrapidly. Theareaplantedto

thellYV(,fricealsL)ぐXl)andedrとIpidly. Thistogetherwiththefastexecutionofthe

l.dn(Lto･the-TillerProgram front1970seemedtocontrilJutethefastincrcascofrice

I)rOdu(二tjonan(iylel(1intht!earlyseventies.

Ri(･emark(lting､m SVirtLlallyControlledbytheoverseas(:hinese,arlditseemed

quiteefrl(ticntalth()ughtheremightbcsomemollOpOlisti｡controlofthelllarketing･

(､al)a(二itieH,fri(･enlillsantlwareh(,useswereenoughthoughtheyneed considerable

reI,ai一sand imf)rOVt.1批IltS･ Net-tlofeheilP dryerswas v ery high becauseofthe

re(lentlast cxl)anSi(,n orthellYV whichwash arveste(1 inminy st･iLh(Jl一･ lJa(:kof

dryer(leterioratedthe{】ualityorri(二eanddecreaseditsI)ri代･

Thericemarketingpoli(,vthrough theNati(:,nalFoodAdmillistrationsince1973

was sue(､essfultoaconsideratJleextentasfarasitseffe(二tS(-IlricePri(､ewereconcerned.

Itwasmadepossiblelメytheavailabilityofthelargt≡amountofri(･eimportedI,ythe

PL480foodaidpr()gram from theUnitedStatesandbvthelegal,administrative,and

militarymeasuresofthe拷()vernment･ Thegovernment､sfertilizerpriceI)Olicywas

;llsosu(､ccssfulsul)POrte(II)yImport｡fferti】izerfrom theUnitedStilteSOnaidbasis,
and｡Ontril,utedconsiderablytothefastexpansi(,n()ftheIIYV()fri(･e･ Coneemi ng

theri(､estatistics,l'lant(ゝdareaandproductionwereullderestimatedi,yat,out10-20%

duringtheL<ixties,hutthisdivergLlneeSeemedtodecreaseinrecentyears･ Thepro-

duetionstatisti(ニSdidnotincludedriceproductionfrom thearea undersolid NLF

Control.ForeWItrade statisti(･swere mostreliat'le.and thedomesticshipment

statistichlt･主lSt.PETlaPi'/ariceconsumptionfor1972wasestimiltCdasabalancefrom

thesestatibti(･S,hutbecauseoftheerrorintheshipmentdataandoftheunderestimated

populati｡n,theestimatewaLStoohighandbiasedtoomu(1hreglOnally･
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表 1

作付面積
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辻井 :南ベ トナムの米経済と米政策

Ⅰ 間 鹿 と 課 蔑

南ベ トナムの第二次大戦後の米 (こめ)経済は長期にわたる戦争により大 きな影響を受けて

きた｡)戦争による米産産 ･流通の減少は, 2重 3重の理由によるOまず第 1に物理的危険や破

壊のため生産できないO第 2に危険な地域の農民は最少必要量 しか生産 しないO第 3に農民が

避難民 として多数都市-移動 し,また徴兵により背壮年男子およびその家族が米生産か ら離脱

する｡第 4に米の生産資材の佳麗が減少する｡第 5に米や生産資材の市場および流通の機能の

円滑さが妨げられる等である｡

この戦争による影響は,米生産 と貿易の長期データにはっきりと現われるo表 1に Chochin-

ehina とそれとほぼ 同地域を 占める SouthernRegion とに関する 同データが 示 されてい

る｡40年代初期までは米の作付面積は,200万 haを上廻 り,人目も550万人以下 と現在の半分

以下であったので毎年 150万 トン以上の米を輸出 していた｡〕しか し第 二次大戦, フランスとの

養 1 注

1. 作付面積,吐産についてはt/t十1イ囲勿年のデータを t隼のものとして記搬した0

2. - はデータ入手不能, 田 はデータの不連続性, αは非常に小さい値, 0はなしか0に近い値, prは

FAOの推計,*は1974年1-6月,**は1974年1,2月のみの合計.

3. 1961年,1968年はそれぞれ洪水と隼魅の年,1968年はテト攻勢,1972年には春季攻勢があり,1956年と

1965年には米輸出が禁止された.-

4, 作付面積

a.1937,Rot,equain,TheEconomicDeTJeZopmentoj-FrenchlnahCAina,tr.hyI･A.Ward,I.on(ion:

OxfordU.P.,1944,p.220.

1).1938-1953,Sansom,T/zeEr〟n{)mi,:､ra//nsurgenryi"/he17/eJE,oPZgDr//aorl'iel77am,Mass.:MIT

Press,1970,pp.262263.

(･.19541972,南ベトナム M.ofAgr.,AESS,Agn■ruZZuraZStatz'∫17●(∫rearbo〝Ll. 19541957,I)ire(.ト

orate｡fAgriculturcの推計(〕 1958-1972,AlてSSの調査結果による｡
(1.1956--58,USAH)によれば過大推,音信

C.1953年まではコーチシナ地域のデータを採用,1954ff:･以降南ベトナムの南部地帯に対するデ-タを
採用,両地域はほぼ同区域を占める､̀

5. 桂.荏

a.4.Cと同じ,

t).4.eと同じ｡,

6. /土産,繭ベ トナム全域
a . 4.Cと同じ0

7. 輸出

a.1935---1953,Sam.qom,ibid.,pp.262263.

1).19541960,NationalInstituteofStatistics.

e.1954年以降は白米の副産物も含む｡
(1.196ト1974,DirectorとIteGeneralof(､ustoms.

8. 輸入

a.1954-1964,I)irectorate(icneral｡r(､ustoms.
t).1965-1972,USAID/Viet-Nan.
(1.1973,Dire(､torateGeneralofCustoms.
d.1974年ト 6月,FÅo,Rz̀rg'rrade/n/e/h如72cc,Fe†)rtlary10,1975,p･24･

9. 人Ⅰ｢

a.1936-1955,Sansom,ibid.,p.263.
b.19561-1972,NationalJnstitllteOfStatistics,Vie/Nan S/alZl∫zl●ralyearbooL71972,18th.Vol.,p.357.
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東南アジア研究 13巻 1号

50年代半ばまで続 くインドシナ戦争,60年代を通じ後半に特に激 しくなったベ トナム戦争のた

め米の作付面積および生産は低迷 したOそれで も50年代初期と1960年前後はかなりの米を輸出

していた｡ しかしその間人口は着実に増大 したのでついに60年代後半か らは大量の米を毎年輸

入 しなければならなくなって しまったoSouthernRegionの西部(WesternPart)すなわちデル

タでは1974年にかなりの水田が戦争のため放棄されていたと言われており,1)CentralRegion

では米の作付面積が64/65年か ら72/73年の間に約14万 ha減少 した｡2)

以上のように南ベ トナムの米経済は打ち続 く戦争に痛めつけられてきた｡ しかし60年代末期

か らはこの米経済に 新 しい技術的 ･制度的 ･経済的変化 が 起こった｡ 1970年 よ り始まった

IJand-to-the-Tiller-Law に基づ く農地改革の進展, IR品種の急速な普及, 2- 3期作 のデ

ルタでの進展,NationalFoodAdministration(NFA)の設立,莱,石油などほぼ全物質にわ

たる急速なインフレの進行などであったo

南ベ トナムの米経済に関する最近の研究には,USAID が行なった米の流通と貯蔵に関する

調査報告 3)と USDA の EconomicResearchServiceが行なった,主として計量的方法を用

いた一連の報/li;･4)とがある｡ しか し米経済と米政策および両者の関係についての経験的かつ包

括的研究は存在 しないようだ｡本稿はこの欠陥を埋めるための第 1歩 となることを目的として

いるO本稿では第 1に南ベ トナムの米経済を特に米の流通を中心として,米の生産 ･消費 ･貿

易 ･価格決定およびそれらに関する政策の1974年 8月までの実態を記述 し,問題点を明らかに

したい｡その過程でこの米経済 ･政策の中 で進行 していた上述の新 しい変化を検討する｡ 第 2

に1974年までの米経済に関する統計の収集方法およびイ言徳性を検討する｡そして最後に以上の

分析を元に,南ベ トナムの米経済,政策,および今後の農業発展に関し若干の結論を述べたい｡

主として用いた資料は,上に挙げた文献などのほかに,南ベ トナム政府統計と筆者のデルタお

よびサイゴンでのインタビューと観察の結果であるO筆者の南ベ トナム調査は,短期ではあっ

たが,5)統計や文献を評価分析する上で重要な役割を果たした し,1974年頃の動向を知るrLで最

1) 筆者の1974年8月の南ベトナム米/加JC三･流通関係者よりの聴取による0

2) I)ire(､torElteOfAgriculturalF.C(-nomics,i/1gn'cul/uralStati･～･fz̀(∫1Tearbt)oL,,1972,r).34.

3) WildmanAgr.Res.,In(､.,E′-〃n,"m'la7ufE77giJZem'ng.Tzutlv,Gral'n,Lbllorageandi/1/arhezing Sy∫/em,
USATO,Tote(lo,Ohio,March1970.

4) USDA,ERS,Zl.llon',7m'(ICo71∫Z̀dera/Z■,nz∫i.n//zeDeyelopmen,I4 A gricul/urez̀nt,'ietnam,ERS,USr)A;

Vietnam Ml,RAFT);USAIr),Fe上,.1974:R.F.I)(lly,e/a7.,I/Tie/name∫eAgricuZ/uralSiltualionatld

Near-Term ProspfJ,[/∫,F.RS,USDA;Vietnam MIJRAFr);tJTSAII),Jam.1973:R.F.Tjaly,eta/.,
Agn'culturcz'71I//eI/'l-el71am E~̀〃nl7m)ノ,ノ'ILり′∫/em I- Ect)nomilノ1naly∫Z'∫,ERS,USr)A:Vietnam

MIJRAFI);LTSAIl),June1973:A.0.J(-nes& F,ITJ.Niernberger,Grazl7Z17//7arhe/Z'ngi-nSouz/7

Vie/nam,ERS,LTSr)A;Vietnam lH-RAl√1);USATr),Nov･1972:C.A.Moore,TransPorta/Z■onafld

Vz-el71am'∫ノIgrz-ruZlure,F.RS,USDA:Vietnam MALRAFI);USAID,Oct.1973:Bi一lliulton.ela/.,

Produclz-onCapacityandSupZ)i/1′ReLTP0〝"ill(,'Z'etna77l'∫ノ'Ign'ruZ/urt,:Anノ1Aカhlcalz●0710j-anEron(mz'c

Re∫earChSerf,･ì･どPr〃dul/i.a"-Di∫trz̀buzzlon177,,drlI- lTict77{"f7,FIRS,USDA,May1974.

5) 1974年 7月末から8月中旬までの約 2週間余｡
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も役に立 った,i, 筆者の調査は,(1)米の市場 ･流通 とそれに関する政策および (2)政府統計の

収集方法 と信悪性の 2点に重点を置いて行なわれた｡また筆者のタイ関の米経済 ･政策に関す

る今までの研究が,本稿に対 し比較の視点を提供 した｡

日 南 ベ トナ ム の 米 経 済

南ベ トナムの農林水産業は近隣諸岡と比べて,同経済において非常に重要な位置を占める｡

1966年か ら1970年までの期間で GDP に占める同 産業のシェア-は平均34% にも達す る｡6)こ

の シェア-は,戦争遂行のため政府部門が23% に も適 した ことを考慮すれば,実質的にはさら

に大 きかった と言える｡ ちなみに, タイ国の同期間の両部門の シェア-はそれぞれ30% と5%

であった｡7)南ベ トナムの農林水産業の中で米はその 総生産額が60年代において 同産業の全生

産額の30-45% を占め, 圧倒的重要性を持 っていた｡8)また米はベ トナム人の主食であり, か

ってはゴムと共に最 も主要な外貨獲得品目で もあ った()

2.1 生産

南ベ トナムの50,60年代の米生産は,表1,表 2が示すように戦争の推移 と共に若干変動 した

が,傾向としては低迷 していたo特に60年代後半のベ トナム戦争のエスカ レーションにより作

付面積, 鮎 鋸刃 封こ大 きく減少 した｡ しか し60年代末か らは,両者は逆に急速に増大 し,かつ

表2に示されているように haあた り収量 も急速に上昇 した,､

この1970年前後の新 しい傾向は,1968年1月30日に始まったテ ト攻勢を転機 とする戦争縮小

への動き,高収 鼠品種 (HYV)の急速 な普及,それに促進 された 2- 3期作の拡大,1970年か

らの農地改革の急速な進展などによって もた らされたと考え られる｡HYV の導入は IRRIで

開発 された IR8と IR5 (ベ トナムでは rrN8,TN5と呼ばれる)で始ま り, 1969年 6月 には

IR20,704科こは IR22が IRRIか ら導入 された｡1971年にはタイ国か ら RDlが輸入 された｡9)

1971年頃か らは晶質の劣る IR8と IR5はほとんど 栽培されな くな り, よ り質 の よ い IR20,

ImprovedIR20,IR22,IR26,IR73/1,IR73/2等がそれ らに代替 した010)HYV の作付面積は

表 2に示されるように68/69年の 500haか ら,72/73年には84万haに急増 し,1974年にデルタ

だけで50万 haに達すると言われていた｡11)またその平均収量は 非常に高 く,在来種が もみで

6) NationalHank()fVietnam,Economz'candFz■nancz■a177Zdz●caz〃γ∫,Nati()llとIIIn(､om e andStatisticsDe-

partment,1,qtQuarter,1974.,Table5A.

7) BankofThailand,Mow/A/yBu//ezz'tZ,August1974,p.105･
8) この比率はほぼ同期のタイ国のそれと同じ水準 にあるo RoyalThaiGovernment,lrlin.()fAgr.and

Coop.,JJgrz●̀･u//uraZS/atzlll/3'C∫qFThaz'Zand,Crop 1/ear1972/73,No.25,1974,pl91.
9) I).G.I)alrymple,Imp,,r/∫andP/a131ing∫,?/High-yZlelding Varz'etie∫ ,/ IT/'/T/ea/a71dRilleinI/leLe∫∫

DezJeZoPedNa/io71S,For.F.con.I)ev.Service,USDA;USAII),Fe†,リ1972,p.44.
10) 筆者の政府関係役人,米商人,農民などからの聴取および東商ア研の久馬一周Ej教授の聴取による,,

ll) 久罵-剛教授の1974年12月～1月の調2即寺の聴取による0
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蓑 2 南 べ ト ナ ム 米 経 済 の 主 要 指 標

一 一 ∴ - :::-=∵ ∴ ∴ :=' -.:-I--:::_ 一一 ∴ :ご - :--∴ __

ソ-ス AESS AESS AESS D.G.ofCust.D.ofI.Trade NIS NIS NIS

1955 2244 0 1.26

56 2540 0 1.34 79

57 2719 0 1.17 55

58 2291 () 1.85 81

59 2400 () 2.12 159

1960 2318 0 2.14 131

61 2353 0 1.96 124

62 2479 0 2.10 116

63 2538 0 2.10 323

64 2557 0 2.03 261

65 2429 0 1.99 251

66 2295 () 1.89 267
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68 2394 0 .5 1.82 70
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辻井 :南ベ トナムの米経済と米政策

ha当り1.7-1.8tに対 し3.7-4.Otにも連 していた｡この理由は多分 HYVに対 し,近隣諸国

と比べかなり多くの肥料を投入 していることであろう｡ある推定によれば南ベ トナムの HYV

には70/71年に plantnutrients3種で 122kg/ha投入 しているのに,タイ国では1969年に米に

対 し約 13kg/haにすぎない｡12)

米の多期作については73/74年に2期作40万 ha,3期作 3万 haと推定されて いる｡13)この

内約20万 haは過去13年間にデルタで 新たに行なわれるようになった014)HYV の高収性,罪

感光性,短期性がこれを促進したと考えられる｡

Land-to-the-TilleトLaw による農地改革では, 1970年より1972年末までに約100万 haの 土

地が約86万人の農民に再配分された｡15)南ベ トナムの米の総作付面積が,72/73年で約270万 ha

であるか らこの農地改革の影響の大きさが判断できよう｡

次に米生産の地域別分布を検討 しよう｡ 分布は SouthernRegionに圧倒的に偏っており,

80-85%がそこで生産されている｡ 特に同地域西部のデルタは余剰生産地帯であり,ベ トナム

のライス ･ボールであるOそこで全生産の70-75%が作 られている｡これらの比率は過去20年

程あまり変化 していないOかつて Chochinchinaか らの大豊の米輸出を支えたのはこのデルタ

であった｡16)

以上南ベ トナムの米生産を主として政府統計を利用 して記述 してきた｡次にこれら統計の信

濃性を検討 してみよう｡

本節では米の生産量･作付面積･ha当収量の統計が主として使用された｡これらは58/59年17)

か ら毎年 行なわれている DirectorateofAgriculturalEconomics(DAE)の Agricultural

FJCOnOmicsandStatisticsService(AESS)による, 米を含む13品目に対する AreaSurveyと

CropCuttingSurvey(CCS)を基にしている｡ これらサーベイの詳 しい内容や 各県での実行

方法などは別の機会に譲り,ここではこれらサーベイの主要内容と,それらから得 られる統計

の信濃性を検討する｡

両サーベイは,二段階無作為抽出法により1,000の集落と各集落に20戸の農家,合計20,000

戸の農家を選びそれらを対象に行なわれた｡AreaSurveyでは20戸のサンプ ル農家の作付面積

を毎年10月に調査し,それを農家戸数によりウェイ トをつけて県の農家平均作付面積を得る｡

収最のほうは (二CSにより各サンプ ル集落内でランダムに選ばれた 1調査区画の坪刈りを行な

12) Dong-BaiLee,EconomicSurveyofFertilizerSgtuationiTltheA∫ianandPacljicRegl'on,ASPAC
Food& FertilizerTechnologyCenter,Dec.1973pp.169-173,182-185.

13) I)irectorateofAgri(MlturalFJCOnOmics,Min･ofLandReformandAgTicultureandFisheryDevelopment
からの聴取による｡

14) Daly,ezal.,Agrz'culturezlnzJBeVz'etnaJmEconomy,p.150.
15) DirectorateofAgr.F.con.,Min.ofAgr.,Agr3'cuzturaZSzali∫zic∫‡'earbooh1972,Dee･1973,p･176.
16) CharlesRobequain,TheEconomzl,De7,･C/0?mentofFrcn,AIPZdoIC/lt'na,tr.byIsabelA･Ward,()Ⅹford

Univ.Press,1944,pp.308--309.
17) 57/58以前は I)ire(､torateofAgricultureの推計が存在する.

25



東南アジア研究 13巻 1号

い, その結果を先に得 られている作付面積でウェイ トをつけて 県平均の収量 を得 る｡Area

Surveyか らの推計値に各県の農家戸数を掛けそれに CCSからの推定量を掛け合計して南ベ

トナムの米の総生産量が推定される｡ 総作付面積は上の農家平均作付面積 と農家戸数を掛ける

ことにより算出される｡

この調査推計方法はたてまえで,それが戦争や調査過程のエラーなどでどのような影響を受

けるかが問題である｡ 戦争状態は サンプル集落や調査区画を選定するときに 制限を与える｡

Sansom によれば南ベ トナムの農村はかつてはその軍事的支配のバランスにより (1)Govern-

mentvillage,(2)Semisecuregovernmentvillage,(3)Contestedvillage,(4)Semisecure

VietCongvillage,(5)VietCongvillageの 5地域に分けられた｡(1)と(2)は政府支配の及ん

でいた地域であり,(3)は夜にはしばしば NationalIJiberationFront(NI.F)の支配下に入る

地域であった｡(4)と(5)は NLFの支配の及んでいた地域で,南ベ トナム市場経済との自由な

交易は制限されており,(4)はしばしば政府軍の攻撃を受ける状況にあった｡ 1966-67年には

デルタの土地 と人の半分は (3)の Contestedvillageに在 り, また15%の 土地 と25%の人口

が(2)の Semisecuregovernmentvillageに入った｡(3)の地域は昼間で も小隊規模の護衛がな

いと政府の役人は入れない｡18)(3)と(4),(5)の地域はデルタの大きな割合を占めたと考えられ

るか ら,このことはサンプル集落の 選定にかなりの影響を及ぼすと予測される｡ 実際 AESS

の担当課良によれば,最初のサンプルの30%程は NLFの支配地域内に選ばれた｡そしてその

場合の対応は代替村を選定することであった019)第 2に上述 した如 く米の総生産崖を求める過

程で,省別総農家数を使用するが, これは政府の支配の及んでいる地域 (おそらく Contested

village地域も含む)の農家数であると考えられる｡20)これら2点により,1974年以前の政府の

米生産統計は NLFの支配の強い地域の米生産を含まなかったことが分かる｡21)故に同動 を量

は南ベ トナム全土からの "貢の生産量〝より多少低 くなる傾向があったと考えられる.また政

府 と NLFの支配地域は時間とともに変化 したか ら,同統計はこのため変動する可龍性があっ

た｡また両地域の間では制限つきながら米や生産資材などの交易が行なわれているらしい2:-'の

で,この交易や NI,F側の 米産産がある程度推測できればより正確な米の需給分析ができる‥

次に調査の過程か らの最大のバイアスの原因はサンプ ル農家の作付面積o/:･'十J＼報仁一であろ う

と考えられる｡収量のほうは坪 刈 りによるが,作付面積は聴取により求めJ,jLた023)そ,JM 路を上 l

は徴税者である政府に対 し彼 らの/生産を過小報告する一般的傾向があったと考えられるOまたJ

18) R.L.Sansom,TheEconomic∫ofIn∫urgency2'71I/ieMeL7072gDelfaI,I l'il,//:an7,Cilml,ri(lgtl,MllSS :

M.I.T.Press,1970,pp･8-9.
19) 筆者の AESSおよび CanThoの農業統計担 当官よりの聴取によるU

20) Daly,ezal.,Agrz'cuZturei'ni/zeVietnam ･p-lr〟7ZLlmy,PP.148-149を参照,
21) CanThoの農林省省事務所の同統計ifl､r'日割ま筆者に.UVietCong支配地域は荒地と考え,同地域の

米生産は VietCong側-帰属すると考えるしっかつ,吊性域では危険のためあまり米生産は行なわれて
いない｡』と述べた｡

22) Sansom,op.cz't.,pp.222--227.
23) 筆者の AFJSSでの聴取による(⊃
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辻井 :南ベ トナムの米経済と米政策

1970年頃までデルタの大きい部分を占めていた小作地にはその生産量のかなりの割合の小作料

が掛 り,かつ60年代に農村の治安状況が悪化してからは地方の政府役人が30%の料金で不在地

主のため小作料の徴収を行なうことが広 く行なわれた｡24)筆者はこの農民の一般的傾向と小作

料の徴収が過小報告の主要な原因ではないかと考える｡AESSの同調査担当課良はその存在を

肯定し,さらにその率を10-20% と推定 した｡しかしこの過小報告は作付面積の統計では調節

されていない｡25)ただ1970年より始まった農地改革がかなり進展 していたと報告されているか

ら,この過小報告の第 2の原園は1970年以降かなり弱 くなっていたと考えられる｡

以上の分析により1974年以前の米生産の政府統計を評価すれば,その統計収集の方法と枠組

はしっかりしているが,作付面積が60年代には約10-20% tlnderestimateされている可能性が

あり,従って生産量もそれだけ underestimateされていることになるOまた生産量は政府の力

が及び調査できる地域をカバーしたものであり,南ベ トナム全土で生産される米の量の推定で

はない｡この60年代の生産量の過小推計は,1970年からの農地改革の進展により1974年頃には

かなり縮小 している可能性がある｡この可能性は,本節の初めに述べた1970年前後か らの米生

産の急速な増大という新 しい変化はかなり割り引いて考えられなければならないことを示 して

いる｡

2.2 消費

前節で述べた如 く米生産に大きな地域的偏りがあるか ら,米消費にも偏 りが出てくる｡ これ

は米の余剰地帯であるデルタでの米の入手 しやすさが,そこでの食料消費のパターンを大きく

規定するからであろう｡この理由は,米を主食としているほとんどの国で見られる農村と都市

との間の米消費最の大差の理由と同じであろう｡ 主として政府統計を利用 した筆者の計算によ

れば表 3に示されるように1972年に 1人 1年当りの米消費鼠はデルタでは329kg.,サイゴンを

含む FJaSternPartと CCntralRegionではそれぞれ 132kg と 151kg,全南ベ トナムでは

214kgとなっている｡ しかし, この計算の示す地域的偏りと全南ベ トナムの米消費水準とは

タイ園と比較して過大の感がある｡26)この点に関しては 2.5節でライス ･バランスを 検討する

時取り上げるO

南ベ トナムでは独立に計測された米消費量の時系列データは存在 しない027)故に上述の筆者

や USDAの消費推計は需給バランスから逆に求める方法でなされた0USDAは同じ方法で

1961年から1970年まで毎年の国内米使用量を計算 し,さらにその所得および価格弾性を計測 し

24) Sansom,oP.lit.,pp.66-67.
25) 筆者の聴取による｡

26) 1962年にNationalInstituteofStatisti(､Sが南ベトナムの7老齢打で5,427戸を対象に行なった調査では一
人当り消費故は 156kg となっている｡タイ国では1963年の全国調査で1人当り1年間の平均消費量
が約 170転,米作農村地帯では 200kgを越える所もあると報哲されている(, ちなみに, 日本では全
国平均で最近では 100kgを割っている｡

27) これはタイ国やその他近隣講国でも同じである｡
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た｡これらはそれぞれ全南ベ トナムに対 し0.25-0.35と-0.2---0.3,農村部に対 しては-0.1

--0.5と-0.5--0.7になっている｡28)両地域の間で所得弾性値の符号が逆転 しているのは,

先述の消費量の地域差の反映と考えられ興味深いOこれら弾性値は米の需給分析や将来予測を

行なう場合重要な役割を演ずる｡

2.3 貿易

すでに述べた如 く,南ベ トナムは1965年より米の純輸入国になり,その後世界で大輸入国の

位置を占めてきた｡29)米の輸入はその大部分が PI.480によるアメリカからの援助の枠組みの

中で行なわれていた｡ 故に米輸入はベ トナム政府 とアメリカの交渉で決定された｡ しかしこの

過程は南ベ トナム国内特にサイゴンでの米需給に強 く影響されているようであったO先に言及

した USDA の計量的研究でも,サイゴン-のデルタか らの米の入荷量が輸入量の決定に強く

影響 していることが明 らかにされた｡3°)

1971年の輸入量は比較的少なかったが,1972-74年にはまた増大 してきた01974年には1-

6月の間に約30万 トンも輸入 しており,1974年の戦争激化と何か関係があるように見えるo

米の貿易統計はその性質上,生産や消費統計に比べ信頼度は非常に高い｡これはタイ国の同

統計にも妥当する性質である｡

2.4 米価格 と肥料価格

南ベ トナム国内では米価格は1974年には Nati｡naH nstitut｡｡fStati;tics(NIS)とDAFJの

AgriculturalMarketingResearchService(AMRS)とによって収集されていた｡ NIS は

サイゴンにおける米の月別卸 および小売価格をかなり長期にわたり収集 してきた｡AMRSは

全国を対象に米の農家価格, 卸売価格 (精米所価格),および小売価格を調査 していた｡ その

調査方法は, 地方の総数 100人にのぼる農業統計担当官やその他 representativesによる毎月

(時には毎週)の調査報告に基づいていたが,特別の調査には質問票を使ったり檀按調査 も行

なった｡ここでは AMRSのデータについて検討する｡)

農家価格は70年代になって収集され始めたもので,DAEの統計年報にも月幸田こもまだ掲載

されていないoAMRSでの聴取によれば,同価格は南ベ トナム全国か らランダムに選ばれた,

"pilotfarm"を対象に調査された(1973年には200戸)｡この pilotfarm は1974年には300戸にな

る予定であった｡ しか し実際調査された農家は pilotfarm 総数の20-25%であった｡AMRS

の担当官はこれだけで農家価格の調査には十分 と考えていたが,筆者は同意できない｡

各省における卸売価格は,精米 2規格 (RiceN0.1 と LongRice),もみ米 3規格 (Long

GraiIl,Ordinary,HighGrade)について, 各省ごとに ランダムに選ばれた少なくとも25の精

28) Daly,etaZ.,Agriculturei7日/ieVz'etnam Eco7tOmy,P.12･
29) 本誌 p.20表 1および FAO,RiceTradeIn/elk-gence,variousissues.

30) Daly,etaZ.,AgricuZ/urez'ntheVietnam Ec("T･Omy,P.45.
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米所を対象に毎月 2回調査された｡ 係官はランダムに精米所を選ぶと言ったが,選ばれた精米

所が遠すぎると代替精米所を選ぶとも言明した｡

小売価格は,各省で少な くとも3箇所の市場を選び,各市場で 3軒の小売商か らRiceNo.1

(25%砕米)の規格だけについて調べ られていた｡ しか し1973年 9月か らは Lor唱Grain,Or-

dinaryGrain,RiceNo.1,TN20& 22,BrokenNo.1良 2の5規格に増加 した() 同価格は

他の約40品目の小売価格 とともに調査され DAEの月報に掲載されているoその他サイゴンの

小売米価 が RedRice,RiceNo･1(25% 砕米), GoodRice(White),SpecialRice(Long

Grain)の 4規格について, 6市場に対 し各 5-10軒の小売商か ら毎日調査されており, また

1974年 4月か らは農業大臣の要請で,同じ4規格に対 しデルタの主要省に対する2- 3日間隔

での電話を使 った小売価格調査が行なわれていた｡

米価統計に関しては, NISがサイゴンでの卸 ･小売価格の比較的長い時系列を公表 してい

たが,70年代になって DAl二が米を含む多くの農作物の卸 ･小売価格を南ベ トナム全省にわた

って調査するようになった(,後者のようなデータが長期に蓄積されると,基本的農業統計の一

側面が充実することになる｡

次に DAEの価格データを使い米価の地域差および品種差を検討するO米価の地理的構造は

デルタとEasternPart内のサイゴンで安 く,後者のサイゴン以外の地域 と CentralRegionと

で高くなっていた｡)各省における1972年の OrdinaryPa.ddy31)の卸売価格は年平均で 100kg

当りデルタ,サイゴン,EasternPart,CentralLowlandsの順に 4,617,4,614,5,613,4,866

ピアス トルとなっているoCentralHighlandsは PIcikuだけにデータがあって6,444ピアス ト

ルである. 1工astcrnPart内ojサイゴンとその他の地域の価格差は 1972年には非常に大きいが

1971年にはそれほどではなかった｡これらの事実は単純化すれば次のように説明することがで

きる｡ 南ベ トナムは1965年か ら米の純輸入国となっており, したがって空間的価格構造は,米

輸出国であるタイ国とはちょうど逆に米輸入港サイゴンを頂点とする逆円錐型になる｡ すなわ

ちサイゴンの米価が一番安 くそこか ら離れるに従 って高くなる. 戦争が激 しくなるとサイゴン

か らの米の輸送が困鰍 こなり,辺境省が位置する逆円錐の底辺が乱点との関係で急に上方-移

動 し,逆円錐がそれに応 じてゆがむ｡1972年には主 としてこの説明の後半の部分が実際に起こ

ったと考えられるOこの説明は次の2事実により文持される｡即ち(1)ll;astcrnPart内でサイ

ゴンか ら最 も遠 くカンボジア国境にある PhuOCl.ong省の1972年のもみ米価格は6,735ピアス

トルとPleikuの価格より高く,南ベ トナム最高である｡(2)米その他物資のサイゴンか らの輸

送費には経済的費用のほかに危険費用が必ず算入されている032)

31) もみ米の晶質はよいものから順に IJO11gGrainPaddy,liighGradePaddy,OrdinaryPaddyとなる.
32) WildmanAgr.Res.,Inc.,Economz'ca7idEngt'necringSzuefy,GrainStorageandMarketingS)′∫tem,

USAID,Tolcdo,Ohio,March1970,p.76.
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南ベ トナムの米価の地理的構造をもう少 し詳しく示せば,それはサイゴンを頂点とする逆円

錐 とデルタと CentralRegion内の複数の逆円錐の複合体 と考えられ, かつこれら円錐は地理

的 ･経済的 ･軍事的条件に 伴ってゆがんでいるはずである｡ デルタにおける]鋸 まは1972年に

は価格統計 によれば ChauDoe,Vinhliinh,BaXuyenなどに位置したと考えられるO

次に米価の品種間の関係を検討 しよう｡H二YV の IR8と IR5は精米歩留と食味が悪いため

東南アジア各国で評判が悪 く在来種より10-20%安 く売 られていたことは広 く知 られている｡

南ベ トナムで もIR8は1970年 5月か ら1971年 4月の期間に在来種高級米の NangHt10ngより

サイゴンの卸価格で43,06,在来種普通米の SocNauより13%引きであった｡これら初期 HYV

の欠点を改良 した IR20と IR22に対 してはこの価格差が縮小 し,DAEの1974年 2月の調査

でデルタの小売価格は, 高級米であるL()ngGrainRiceより18-25% 引き中級品の Ordinary

Riceや RiccN().1(25%)より5-13%引きであった033)このより小さい価格差が,IR20,

IR22が近年南ベ トナムで IR8,IR5を完全に駆逐 した理由であろう｡ しか し1974年には消費

者はまだ HYV より在来種の米を好んでいたようである｡

最後に米価と肥料価格について検討する｡ 表 2に示されるよ うにサイゴンにおける No.1

Riceの卸売価格は1966年から1974年 2月の閲に14倍弱になった｡特に1972年以降の上昇ははな

はだしい｡ これは内外両因によるインフレのためと考えられる｡70年代始めか ら急速に普及 し

た HYVが高収量を上げるための最 も重要な条件の一つは,農民が肥料を米価との比較ででき

るだけ安 く入手できることである｡表 2にもみ米と窒素肥料の相対価格を示 してある｡同相対

価格は,政府が肥料輸入に関する複数平価政策 とアメリカの援助とにより国内の肥料価格の上

昇をコントロール したため34)1966年から1969年までは上昇傾向を持っていた｡しか しこの傾向

は1971年には無 くなり1972年からは急速に下降 した｡上記の米価の1972年以降の急騰に対 し肥

料価格がより早く上昇 したのである｡これは HYV の普及にとって非常に悪い条件であった｡

2.5 苗場と流通

1974年までの南ベ トナムの米市場は実質的には華橋が動か しており,政府は NationalFood

Administration(NFA)を通 じ同市場でかなりの需給･価格調節 を行なっていた｡ 最近新 しい

傾向としてベ トナム人所有の米商社が小規模なが らこの市場に参入 していたが,市場はサイゴ

ンの中国人街 (Cholon)の6人～ 8人の華僑に握 られていたと言われる｡ 華僑はいくつかのグ

ループに分けられるが,その中の家族の結びつきは強く,巨視の資金を持ち,個人的な金融を

行ない,主 として華僑同士で取引きを行なっていた｡35)

最近この市場に参入 したベ トナム人所有の米商社は,1974年 7月に大きいもので VIMECO,

33) CentralRegionではしばしば負の価格差が存在する｡ これは好みの地域差によるのではないかと考え
られる｡

34) Lee,op.lit.,pp.179-187;USAIl),EconomicBackgroundData,Saigon,July1974,p･4･
35) 筆者のサイゴンでの米業者や政府関係官吏からの聴取および Jones良Niernberger,OPICZ'Z･,p･231
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Kim Nga,TuyVietMcCoc,VietNamAidMeCocの4社があり, 政府が間接的に援助 し

ていたようである｡ 例えば VIMECO は1973年 9月に設立され, ベ トナム人で精米業の経験

の長い人をマネージャーに迎え,同年 10,12月に 12,000トンの米と2万 トンのもみを取 り扱っ

た｡ 1974年には約 5万 トンの取 り扱いを予定 していたO デルタの6省に出張所を持ち各々約

1ton/IIOurの規模の精米機を備えていた｡ サイゴンに2万 トン (1カ所),デルタに100-200

トン規模の倉庫を多数所有 していた｡デルタの精米所は多数の小型のものと華僑所有の大 ･中

型のものに分かれるが,小型稽米所のかなりをベ トナム人が所有 していたo VIMIl'JCO はこれ

らベ トナム人所有の精米所を協同組合的思想でグルーピングし,米市場の華僑支配に対抗 しよ

うとして創 られたものである｡36)VIMtl:COや他のベ トナム人所有の米商社において このよう

な動きがどう発展するかは,米市場の将来を予測する上で重要である｡

NFA については次の米政策の章で詳 しく触れるが, ここでは米の流通に関係する限りでそ

の役割を検討する｡ NFA は MinistryofTradeandlndustryの監督を受けた｡ 主として輸入

米 と国内米の購入 ･在庫 ･分配および米価格と流通の調節を行なっていた｡1974年8月 1日に

NFA は30万 トンの米在庫を持ち, その内50%程は PL480の輸入米であった｡ 1974年頃の南

ベ トナムの米の年間総流通嵐は約150万 トンであるが, その内 Nf/A の取 り扱い最は50-60万

トンであった｡ 分配のほうでは,兵士 と公務員-の低植格米の供給,サイゴン市内の認可小売

商を通じての低価格米の販売,および CentralRegion-の米卸商を通 じての供給が行なわれ

ていた｡以上の流通構造を簡単に図示 したのが図 1である037)すこし異なった視点か ら同構造

＼ 米 国 /＼＼
-m--う籾米
-･1--ゝ白.1､

-一､一_∩㌔_/
L輸

ヽ/
//

.J.1､IIIIVフ

/Y作農民

二二登 若菜 祭

II

図1 白 米 と籾 米 の 流 通 闇

消 費 者

＼＼＼㌧ ノ

36) VIMECO創設者 N即lenIJuyhan氏(調査当時 DirectorGeneralofTaxation)その他 VIMECO関係

者よりの聴取｡

37) 以上のNFAの役割は主として筆者の NFAAdministratorGeneralDr.TramPuangMinhからの聴
取による｡
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を70/71年について, 疏通量 (1,000トン単位でサークル内に示す)と流通シェア- (%単位で

矢印内に示す) と共に示 したのが図 2である｡38)

/ ヽヽ ヽ

の樹光または白米の朋戯いii;1000トン学位-(ホしている｡

図2 南ベトナムにおける兼の流通ネットワーク (1970年11月-1971年10月)

NFAは上述の如 く米市場においてかなりのシェア-を占めていた｡ このシェア-は,米商

人が米をデルタからサイゴン-商業輸送する場合それと同量の米を (1:1の比率)NFAに売

り渡さなければならない RiceMarketingAdministrativeDecreeの規定により保たれていた｡

1974年の NFAの年間取 り扱い量は,南ベ トナムの米市場をコントロールするのにはは適切な

量であろう｡39)

次に地域的な米の流通および需給バ ランスを検討 しよう｡ 表 3に地域間の移動 と在庫を考慮

した米の需給バランスが示されているO 表 3は筆者が主 として政府統計をJ肌 ､て1972年につい

て計算 した ものである｡

今までに南ベ トナムの米バランスを計算する場合様々な精米歩留や種子,飼料,ロスに対す

る推計値が使われてきた｡40)筆者はタイ国の米バ ランスを計算する際の色々な議論や,筆者の

南ベ トナムの現地調査結果などを基礎に表 4の値を使用 した｡

表 3は,1972年に, 米余剰地帯のデルタか らサイゴン-50万 トン近 くの米が輸送され(Ⅹ5),

その内約30万 トンはサイゴンと EasternPartで使われ,約20万 トンが ccntralRcgionへ転送

され,またサイゴンには10万 トン,CentralRegionには14万 トンの米がそれぞれアメ リカか ら

38) Jones良Niernbcrger,oP.ctt.,p.12より引用.
39) NFAのDr.T.P.Minh等からの聴取でも同意見であった｡
40) これらの推計値は,精米歩留りに関してはやや低すぎ,WildmanAgr.Res.,lnc.の上述の研究でロス

をもみ米生産高の10%とするのは高すぎ,Daly等の上述の研究で種子を2%とみるのは低すぎるよう
だ｡
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表 3 3地域の米需給バランス,1972年 (白米 1,000トン)a

l
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1

症:a･NFA,Nlト;,I)AE,tJTLqAIl)/Viet･lNam のデータおよび タイ国の米バランスに関する文献に基
づき筆者が計粧ノ

ー).XuXO.68,1971/72作物年の生産最を基礎にしている｡､

(∴ 兼の商按消費と米からの加 L晶の消費分とを含む｡
d.総生産罷 (Ⅹ10)より種 J'･用 (4%/)とロス分 (5%)を差し引いた量､′
e.1973年 1月未の値()

r.サイゴンにおける在庫量,輸入米を合むく,

g.叫はデータが得られないことを示す｡
h.Direct()rateolLSupplyからのデ-タ｡

表 4 ライス ･バ ランスに関する諸係数

精米所段階 (粗氷の重鼠に対する割合)

主食およltl副食]H(全粒米,大枠兼,L裾捌くの-一部)

飼料用 (中枠私 申砕 米の---部,ぬか)

籾殻

合計

全国段階 (籾米総免震鼠に刈する割合)

f机 '･川 (移植と散播o)割合を考慮)

ロス

精米される部分

合計

%

68

日1

21

肌

%

1

5

19

1

loo

直接 輸入 された ことを示 してい る｡ デル タか ら CentralRegionへの米の 蹟接輸送 は1972年 に

は存在 しない｡ この米移動 のパ ター ンを図3に示 した｡ これ ら移動 に生産 と在庫変動 を考慮 し

て 2.2壬糾 こ述べ た地域別米消費遠 が表 3のよ うに計測 され る｡ 吊節 で述べ たよ うに これ ら計測

値 の地域的偏 りと南ベ トナム全 国に対す る水準 とは過大で ある｡ USIJA も1970年につ いて筆

者 と同様の方法で消費量を計測 してい るが,筆者 の計測値 と近似 した結果 をLliして い る｡ これ

ら過大 さを USDA はデル タにおける豚 への大壷の米 の飼料用利用で説明 しよ うと した41)が,

41) i)aly,eta/.,AgricultureintheVietnam E(･onomy,ppl155-156･良 p･2()1･白米消費量の約20%が
それに当たるとしている(㍗
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図3 南ベトナムにおける米の地理的分配 (1972)

これは疑わ しい｡筆者の米流通関係者の調査結果や上渇のライス ･バランスに関する諸係数か

ら, 筆者は飢料利用をもみ米総生産量の約10%と推定する｡ また表 3の生産ないし供給 (x2)

の算出過程で明らかなように,筆者の推定消費量 (Ⅹ8)は米の飼料用利用を含まないのである｡

では推計された消費量の偏 りと水準が過大であったのは何によるのであろうか｡筆者は米の国

内流通データの不正確さと,人口の誤差が原因だと考える｡

デルタか らの米の搬出量データは10-25%の過小推計だと這われていた｡ この原因はチェッ

ク･ポイントでの数えもれ,500kg以 仁の輸送の無視,輸送許可書上の壷が実際の輸送量を下回

ることなどであった｡42)またデルタ内で NL,F側-流れる米 とNLFによりデルタか らCentral

Regionに輸送される米がかなりあると考えられる｡ NFAのある高官 もこれら事実がかなり

あると言明 した｡ NLF側の兵士だけを考えて も,50万人として年白米約10万 トンの需要量に

なる｡ 人口総計については多くの人が過小だと考えていた｡

これらの誤差が解消されれば,より正確なライス ･バランスが計測されるだろう｡ ただ,2.1

節で述べたようにもみ米生産量も過小推計されている可能性がありこの点 も考慮されねばなら

42) Jones& Nicml)erger,op.L･iz.,p.ll.
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ない｡全ての調節をすませたあとの1972年の米消費蛍はおそらく以 fのようになるであろう｡

すなわちデルタのそれはかなり下が り,それ以外の地帯は少 し上昇する｡ 南ベ トナム全体とし

ては 1人当り消費巌は少 し下がるのではなかろうか｡43)

次に米流通の各段階について少 し詳 しく検討 しよう｡ 米流通の構造は単純化した形で図 1,

図 2に示 したo

農家か ら直接 もみ米を員入れる産地仲買い人 (rovingmerehants)と地方精米業者の段階では

70年代初期oj農地改革の進展によりかなりの変化が見 られた()吊改革により小規模自営農民が

多数形成され,以去郁ま小作制の下で少品種多量生産を行なっていたが,多品種生産が可能にな

り,HYVが導入されて多期作も増大 した｡金融的にも農家は申聞業者-の依存か ら離脱 しは

じめ,より独立的になり, もみ米の販亮において農民の取 引力が高まり, この市場段階での競

争が激 しくなった｡44)これは米販亮か らの農民の利得が増加するか ら彼 らにとって非常に望ま

いし変化である｡ また競争が激 しくなることによってもみ米ひいては精米の晶質も良 くなる可

能性がある｡

南ベ トナムでは1972年には機械乾燥機はほとんど使われていなかった｡ しか し,1974年頃に

は HYV の急速な普及により雨季に収穫される米が多 くなり, もみ米の乾燥が問題になって

いる｡グ リーン･レポルーションの thesecondgenerationproblem が発生 しているのである｡

雨季に収穫 される米の巌については確定的な推定値は存在 しないo USAID によれば71/72年

C/)雨季には約200万 トンの TN paddyが収穫されたと推定する｡ しか し,MinistryofLand

Reform andAgricultureandFisheryI)evelopmcnt(MLRAFD)は1972年にこれよりはるか

に少ない推定値を報告書に 出している045) いずれにせよ 雨季における収穫はすでにかなりあ

り, もみ米の腐 敗や発芽,晶 繋 低下などを考えるとき乾燥の問 題 の重要さは明 らかである｡筆

者の米商人や精米業者のインタビューで も雨季のもみ米特に TN 種の水分含量過多とそれを

落とす ことに非常な苦労を していることが明 らかになった｡

南ベ トナムの米倉庫については, その容量は 1972年に約100万 トン存在すると推定されてい

た｡46)HYVの普及にともなう稲作の周年化は倉庫の必要容量を減少 させ るOこの推定容量は,

倉庫の立地に若干の問題があるか もしれないが, もみ米の 年間総流通量が約150万 トンである

か ら充分であろうと考えられる｡ しか し倉庫の状態はあまり良 くなく,かなりの修理や害虫の

防除を行なうことが必要で,そのコス トはそれからの利益で充分償えると考えられていた｡47)

43) この予測は,米輸出国のタイ国での1人当り米消費巌 (170kg),2･2節で述べた1962年の南ベ トナムの
7古桐Jでの NILqの調査結果 (156kg),そして2.1節で述べたように米の総生産鼠の過小推計の幅が
1972年にはかなり小さくなっている可能性が高いことなどに基づく(,

44) JoneLi良 Niern1,efger,,,,p･lz'/･,I)I13･

45) /bid.,pp.15--16

46) /bid.,p.18.

47) Jbz'd.,p,19,andWildmanAgr.Res.,lnc.,.pp.16ト162･
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精米所について筆者のデルタを旅行 しての最初の印象は煙突がないことであった｡タイ国の

精米所には必ずといっていいほど高い大きな煙突があるO 一見墳未にみえるこの印象はしかし

重要なことを示唆 している｡ タイ国の精米業の古さであり,ベ トナムのそれの新 しさである｡

タイ国では1929年以前に比較的大規模の精米所が 600ほど建設されており,1951年にはその数

が900余にのぼり, かつそれ らの多 くが現在 も操業 している｡ その多 くはもみが らを燃料に し

た蒸気機関で精米を行なっている｡そのため煙突が必要なのであるO これに対 し,南ベ トナム

では, 多くの精米所はかなり新 しく, ジーゼル ･エンジンと比較的新 しい精米機を使 ってい

る｡ FA()の1964年の南ベ トナムにおける精米所の調査結果がこの筆者の 予測を裏付ける｡そ

れは TheConsultativeSub-CommitteeontheliconomicAspectsofRiccの行なったもの

で,1963年に精米所が2,018あり,その内1954(97%)が1948年以降,654(32%)が1958年以

降に作 られたことを明 らかにしている｡

FAO の同調査では17%の精米所は主要な町や市場の近 くに設立されていた｡,筆者の観察で

は大 ･中 型の精米所が都市近 くの道路沿いか運河沿いにあり,多数の小規模精米所が村にあっ

た｡後者には日本製の精米機がかなり使われていたOまた後者は主 として農家の消費用,前者

は販売用の精米を行なっていた｡ 前者の中にはかなりの規模を持ち自営でサイゴンまで米を販

売するもの,およびサイゴンの米商人に所有された申ない し大規模の ものがあった｡ サイゴン

の米商人は しばしば 5-10軒の大精米所をデルタに所有 し,また特定のい くつかの省に専門化

していた｡､これら精米所では賢慮 きも広 く行なわれていた｡1971年12月末の DAt二のデータ48)

では南ベ トナム全1_削こ2,644の精米所があり,その内1,727(65%)はデルタにあった｡ しか し

この数はタイ匹は 比較 してあまりに少なすぎる｡49)上記の小規模精米所のかなりの部分が数え

られていないようだoまた局データはこれ ら精米所の精米量は約 163万 トンであり, もみに換

算 して70/71年の総/主産Ef!.-_の約44,gb'になる｡ また 1年30()目操業として 1精米所当り1日3.6時

間 しか動いていないことになる｡ しか し筆者の聴取やその他のデータではそれの 2倍以上操業

していた｡50)1日10時間操業 とすれば DAF,のデータに戦っている精米所だけでで も米の全生

産量を充分精米できることになる､,DAY,の統計で精米量が過小になっているのであるoそれ

は,税金が精米量に応 じて掛る51)ため精米業晋が 過小報告するか らであろう｡ 以上の分析に

より両ベ トナムでは機械精米の容量は総生産を賄うに充分であると結論できる,3

最近15,年ほどの精米所および精米操業のIj.地変化は苦しいしノかつて主としてサイゴンで行な

われていた精米作業がデルタの各県で主として行なわれるようになったのである｡ もみ米のサ

48) 1-)irectorate ()rAgri｡lユIturallJ:")Il()miC･S,JIgrz',-ulzur̀ZlSza/2'∫/Z'(､∫ Y't,arbo〃h,I).35.
49) タイ国では196()年頃に隼問もみ米生産量と精米所数との比が1,500トン/所となるのに南ベトナムでは

2,400トン/所にも達する･-) ･

5O)JonestqrNiernberger,op･(-Z'/･,I)i21;Wil(hlanA拷r.Res.,ln(､.,oカ.lz'!.,r).156.
51) Wildm;LnAgr.Res.,Im∴少̀.(:2-Z ‥I).161.

36



辻井 :摘ベ トナムの米経済と米政策

イゴン入荷量は1960年頃に比べ70年代初期には 1/10か ら1/20になったO この立地変化は, も

み米は白米の 2倍はど嵩高いので輸送コス トが高いこと,道路輸送のほうが安全であり,かつ

高金利 と高速度 (これ らは利潤と安全性に関係する)の理由でデルタか らサイゴン-の米輸送

のほとんどが船か らトラックに代わったこと,それに産地でのもみ米供給の確保のしやすさな

どの理由で発生 したと考えられる｡ このような精米所の地方分散化はタイ国でもバ ンコクを中

心 として起こったが,それは1950年までにほほほ終了 している｡

1974年における南ベ トナムの白米の品質はタイ国に比べると非常に悪かった｡ しか しこれは

精米機のためではなさそうである｡南ベ トナムの精米機はタイ因のものと同じ構造を持ち,か

つ上述 したようにタイのものよりかなり新 しいものであるo Lか しタイ国では同じ構造のより

古い精米機で蒸気機関を使 って精米 して世界最高の品質の米を輸出 しているoベ トナム人がタ

イ人に比べ精米技術で特に劣 っているとは考えにくく,筆者はこの低品質の理由は以下のよう

ではないかと考えるO(1)米を輸出しな くなったので,輸出関係者側か らの国内米の規格や,

晶質の向上の要請がないこと｡(2)HYVが大量に普及 しかつ不適当に乾燥 されており, した

がって精米後の晶質が悪 くなり,また HYVは主 として販売jfjであることo(3)この点は筆者

の直感的な推測だが,南ベ トナムとタイ国のデルタの米には日本の軟質米と硬質米のような差

があるのではないかということ｡これ らの理由が正 しいとすれば,(1)と(2)は商ベ トナムが輸

出を再開 し,政府等が米o_)規格化や品欝 向上にもっと力を入れ,同時に適当な乾燥機が使われ

るようになれば徐 々に解決されるだろう(-しか し(3)は短期には解決できない問題であろう∩

日 米 の 流 通 政 策 と 市 場 政 策

前章では米の需給 ･流通 ･市場に関 して諸側面か ら分析 した｡本章では1974年頃の政府の流

通政策と苗場政策について検討する0 2.5節ですでに多少触れた如 く, 政府の同政策は NFA

を通 じて行なわれていた｡

NFA は1967年に設立され1972年までは多種の食料を取 り扱 っていたが, 1973年か らは米に

重点を置くようになった｡ 各 MilitaryRegion52)に 1カ所の事業所を持 ち米や もみ米の買い

入れ ･貯蔵,輸入米の取 り扱い,国内の米配分,公務員 ･軍人への配給,サイゴン市民への放

出等を行なっている｡ NFA の最高責任者 AdministratorGcncralI)r.Minhによればその目

的は次の三つ であった｡53)

(1)農民に対 し最低価格を保許 し桂産増大を計る｡

52) 全部でp-qっある｡MilitaryRegionIV に LongAn省を加えたものが政府統計の SouthernRegionの
WesternPartに当たり,これはオランダ･チームの言うデルタにほぼ一致する0

53) 以下の NFA の目的や機能については,Dr.Minh と NFA の CanTho事業所の係官から筆者の聴
I裾こよる.
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(2)安全在庫 (securitystock)を持ち市場の安定化を計る｡

(3)米が NLF側-流れるのを防止する｡

第 1の目的を達成するために,NFAは MLRAFDと協力 し,農民に生産用の資金を貸 し付

けると共に,サイゴンで決定される最低保証価格で農民か ら白米ともみ米を無制限に買い上げ

た｡しか し実際には次のような問題があると筆者は考える｡第 1はNFAがもみ米をあまり購入

せず(総購入量の10%がもみ米)主として白米を買っていたことであるO農家が売るものはもみ

米であるか らこれを買うことが望ましい｡しか しNFAでは ｢乾燥機がなくまたもみ米では品

質管理がむつか しい｣などが白米を購入 しなければならない理由であるという｡ただ将来はも

み米の購入比率を増やす計画であった｡第 2は,第 1の点 とも関係があるが,NFAがまだ若い

組織でその中に米流通･市場の十分な知識と経験を持った人が少なく,したがって日々変動する

米市場に応 じ第 1の目的が達成できるよう適切な処置を取ることが容易でなかったことである｡

第 2の目的は,NFAが農民,農協および米商人等から檀接米を買い上げ, また仲買人や銀

行に資金を提供 して米の購入を計 り,また PL480の輸入米を取 り扱 って安全在庫を持ち, こ

の在庫を利用 し国内需給および価格の調節を行なうことにより達成された｡1974年 8月1日に

在庫は約30万 トンあり,NFAはほぼ適切な水準と考えていたようであるo 穿 った見方をすれ

ば,『サイゴンの人口約200万人が 1年間に消費する米の壷は1人 150kgとして30万 トン』と

考えていたのであろうか｡1974年頃のNFAの年間取扱量は50-60万 トンであり,NFA はそ

の日的達成のためにはこの水準で適切と考えていた｡ ただこの中に PL480による輸入米が大

きな割合 (1972,73年 と1974年の 1月～6月には約30万 トン輸入)を占めており,国内米の取

扱量は必ず しも多いとは言えない｡NFAの市場介入に対する基本的政策は, 米市場の中に一

つの流通チャネルとして他の私的チャネルと競争的に存在することであり,苗場を完全にコン

トロール しようということではなかった｡54)筆者は経済効率の点か らこの政策を非常に適切で

あると考える｡

NFAの市場安定のための米価政策には小売価格政策 と地方欄格政策 とがあった｡ 前者は二

つの方法で行なわれた.前掲図 1に示されているように兵士 と公務員-の低価格米 (subsidized

rice)の供給と,サイゴンにある約700の認可小売商を通じ,米価の急騰を防 ぐため市場価格よ

り低い価格での米版元とである｡NFA はサイゴンでの認可小売商を通 じての放出は端境期の

政策 として重要であると考えていた｡地方価格政策は各 MilitaryRegionの NFA事業所と各

省との間で行なわれる米価政策であった. CanThoの NFARegionalO氏ceでの聴取では,

各省ごとに政府役人,省代去,農民代表,米商人などからなる地方委員会があり, これとNFA

とが交渉の上地方価格を決めた｡55)価格は白米には規格別, もみ米には規格別および農家 ･精

54) Dr.T.P.Minhの言明｡
55) CanThoの NFAO航ceの係官はこれを L'I)epen(lentPri(･e"と呼んだ,,Thepriced叩endingonthe

lo(･alconditionsの意 味か｡
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米所段階別に上限と下限を決めることにより決定され,また市場条件が変われば改定される｡

NFA はこの価格帯の中 で農民,精米所,米商人から白米およびもみ米を購入した｡ 精米所お

よび米商人からの購入には, 2･5節で述べた RiccMarketingAdministrativeDecree がかな

り有効に働いていたようである｡NFA と省知事,それから各省からサイゴン-向かう道路の

.出口に置かれている警察と協力した管理統制官とを結んだ Dccreeを実行する機構が存在し

た｡

NFA の購入 した米の質には一つ問題があったようであるo 構米業者とのインタビューから

受けた印象では NFA には質の悪い米56)が集まりやすい傾向が あったことである｡ これは

NFAの購入価格の低いことと, NFAがまだ若い組織であり,57)既成の 米流通業者のノウ･

-ウに充分対抗できなかったためであろう｡

NFA の第 3の目的は,警察,翠,および省の協力を得て行なわれた｡ 米の輸送,精米,疏

通を許可制に し,米が NLF側-流れるのを除 くとともに,NI.F側の米流通を妨げた｡また

米などの戦略物資について Free7JOne,ForbiddenZone,ContestedZoneの地域区分を行な

い,同目的の達成を計った｡

以上 NFAの政策を通じ商ベ トナムの米の流通 ･市場政策を説明してきた｡結論としては,

第 1の目的である農民に対する最低価格の保証は,まだ NFAが若かったことや上述の理由か

らあまり達成されなかったようだ｡第 2の安全在庫を持ち市場安定化を計ることには,かなり

成功 した｡このことはに PL480により米が輸入でき, その米が在庫の大きな部分を占めてい

ることで可能になった01974年 2月に国際米価が トン当り500USドルほどに上昇 した時,サ

イゴンのNo.1Riceの卸売価格を約256ドルに保てたことは成功といえるだろう (表 2)｡

lV 結 請

第二次大戦後の南ベ トナムの米経済は,打ち続 く戦争により強い影響を受けてきた｡米生産

は低迷 し,米輸出は戦前に比べ激減した｡ しか し人口は着実に増大 した｡1965年からの戦争激

化のため米の需給バランスは大きく崩れ同国は毎年大量の米を輸入 しなければならなくなって

しまったO同時にデルタか らサイゴン-の米の入荷量もほぼ半減 した｡

しかし1968年のテ ト攻勢を転機とする戦争縮小への動きと平行 して,1969年頃から米の作付

面積,生産量は顕著な上昇を示 し始めた｡TN8,TN5を最初とする HYVの急速な普及が,

政府の適切な肥料価格政策などに促進されてデルタで進展 した｡ HYVは,近隣のタイ国など

の米よりかなり多量の肥料投入に刺激され高収量をあげた(〕米全体で見た ha当収最もこの時

56) TN5やTN8の HYV と在来種のうち低品質のものがこれに当たり,TN20やTN22と中･高品質の
在来種は自由市場のほうへ流れる傾向があった｡

57) CanThoの Regional()fhceは1974年6月に設立された｡同事業所も,RegionIIIの TanAnにあ
る RegionalOjYiceも共に/]戒那英のもので,設立間もない印象を受けた0
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期にかなり上昇 した｡ この米生産の 上昇は1970年か らの Land-to-the-TillerProgramの急速

な進展によっても促進されたと考え られる｡

1974年頃の米の流通･市場政策に関 しては,NFAはその経験の浅さなどに問題はあるが1973

年より事業の重点を米に置き,PL480によるアメ リカか らの大量の輸入米 と,RiceMarketing

Decreeによる購入国内米 とを NFA に安全在庫 として集中しそれによって米市場の安定を計

る政策を行なった｡ この政策はかなり成功 した｡

各流通段階 とその機能に関 しては,70年代初期の HYVの急速な普及 と農地改革の進展によ

り農民の経済的独立性が高まり,農家段階での需要側の競争は以前より強 くなった｡この変化

は農民の米販売か らの経済的利益を増大 し,ひいては米生産を増 し,また米の品質の向上にも

プラスに働 いただろう｡ しか し,逆にこの HYV の普及により雨季の収穫が多 くなり, もみ

米の乾燥が深刻な問題になってきたo TN20や TN22が在来種より低 く評価されるのは,小

I,-Jr21万1易ではその本来的H｡n質のほかに, もみが高い水分を含んでいて品質が悪化 しやすいこと,

また精米所段階では乾燥に費用がかかることであった｡

70年代初期の 南ベ トナムの 精米機は タイ岡のものと同じ構造であるが それよりかなり新 し

いQその容量は全牲産を精米するのに充分である｡ 米倉庫は修理や防虫防鼠の処帯が強 く望ま

れる状態であるが,その容量は充分であった.｡

1974年頃の南ベ トナムの白米の品質は,タイ米 と比べたときかなり悪い｡これは精米機が原

因ではないようである｡ HYV が普及 し, 雨季にしめったもみ米が大量に収穫され, それが

圭として販売に向けられるか ら品質が悪い米が市場に出廻るためと,輸出がなくなったので,

輸出業者側か らの米の規格化,品質向 上の圧力がな くなったこと,の二つが主要な原因ではな

いかと筆者は考える0

1974年か ら1975年初頭にかけては,南ベ トナムでの戦争は激化の方向に進んだ｡また石油危

機に端を発 した世界的インフレは,それ以前か ら進行 していた南ベ トナムのインフレを加速化

した｡それは肥料価格を急上昇させたらしく, もみ米と肥料の価格比は1971年か ら1974年にか

けて急速に低下 したと報告されているO これは,最近まで順調に伸びてきた HYVの普及に大

きなマイナス要因であった｡ ベ トナムの USAIDによれば, 1974年 8月より政府は肥料輸入

業者に補助金を与え肥料価格をもみ米のそれとの比でサイゴンで約 1:1に保つ政策が実行され

た｡ 70年代初期の南ベ トナム政府は HYV の普及とその高収量性に同国の米経済の将来をか

けていたようであるし)

1974年以前の南ベ トナムの米の統計に関する検討の結論は以下の通 りである.〕互産統計は作

付面積が60年代には10-20%過小推計されている可能性があるが,70年代にはこの過小推計は

かなり減少 していると考えられる｡総轄産量はその推定方法のゆえに作付面積のこの傾向に直

接影響される｡この結論は,上述の70年代初期の米生産の急上昇がかなり割引いて見られなけ
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ればならないことを意味している｡また総生産量は NLIrの支配力が強い地域の生産を含まな

い｡貿易統計は,米の統計の中でもっとも信頼性が高い｡国内移動統計は存在するが技術的,

政治的理由で,かなりの過小推計になっているようだ｡消費統計はほとんど存在 しないので,

上述の統計と人口統計を使いバランスという形で求めなければならない｡ しかし,人口も過小

推計だと信じられており,求められた 1人当り消費愚は過大となりまた地域的偏りも大きすぎ

るO米の価格統計について T)AEが70年代になって全国を対象に収集 し始めた｡このようなデ

ータが長期に蓄積されることが望ましい｡なおこの価格データによれば TN20と TN22の小

売価格は1974年 2月にデルタで在来種のほぼ同格の米より5-13%ほど安いoHYV はまだ在

来種ほどには好まれていないようである｡

最後に主として以上の分析を基に南ベ トナムの今後の農業発展について筆者の考えを述べた

い｡第 2章で述べた南ベ トナム特にデルタ経済における米の重要性と,デルタにおける米作の

適余性から,農業発展において米を重視 しなければならないことは明らかである｡ この関係で

現在南ベ トナムにとって故 も童要なことは米の自給の達成である01975年 4月30日旧サイゴン

政権が南ベ トナム臨時革命政府に無条件降伏 し,新政権が成立 した｡戦争の終結と,新政権が

農業特に米生産の増大に新農業政策の重点を置いているらしいこととは,耕作放棄水田の再耕

作などを通じ米の自給の達成に強いプラス要因である｡ しか し日給との関係で,前政権下で,

アメリカの肥料援助に支えられ急速に普及 した HYV の今後は,色々な条件に左右されよう｡

それらは,(1)新政権が HYV をどのように評価するか,またそオ引こ代わる品種があるか,(2)

肥料援助の可能性,(3)南ベ トナムの人々のHYVに対する評価と需要,(4)農民の評価などであ

る｡筆者は条件が許せば HYVを維持普及 していくのが,生産の集約度を高める必要のある米不

足国では望ましいと考えるOそのために SampanPumpとその燃料や農薬を低価格で安定的に

農民に供給すること,肥料や農薬の最適使用法を農民に教えることなどが重要だと考えられる｡

農業発展の重要目標として近い将来米の大量の輸出を考えることは現実的であろうか｡筆者

は二つの理由で否と考える｡ 第 1は良い戦争による米生産基盤の悪化である｡本文に引用 した

USDA による計量経済的手法による一連の研究では, 1974年までに戦争が終結するとの仮定

の下でも1977年にまだ35万 トンの米輸入が心要となっている058)第 2は仮に輸出できたとして

も,米の世界市場はその需要の価格酬 生がかなり小さく, 南ベ トナムが大量に輸出すればする

ほど輸出価格は下がり,所期の利益は得 られないと考えられることである｡ 筆者の研究ではタ

イ米に対する世界需要の価格弾性はほぼ 1であった｡59)故に米の大賢の輸出を重要な目的とす

58) Daly,eta/.,/lgn.cu/ture7●〝/heVietnam Economy,pl52.

59) fliroshi,Tsujii,AnEr〝nt,melrz'lSzualyofEgecl∫oJNatio72aZRz'ceJ'oh'cZ'e∫a71dtheGreenReZ′O/uzio7Z

o71Nationa/RiceEco710m2'e∫andhternazionaZRilJ･eTradeamollgI-e∫∫DC㍗eZopeda,ufDeye/opedCoun-

/rie∫･･72Ji//iSpecialReference/0ThiZand,(ndone∫ia,JaPaPZ,a〝drtJ5el/nitedStare､ぐ,unpul,IishedPh･

丁).dissertatioll,Univ(汀SityofTHinois,M{lrCh1973･

41



東南アジア研究 13巻 1号

る農業発展計画 (例えばオランダ ･チームの計画60))はこれら2点を充分考慮に入れる必要が

あろう｡

農業発展には多様化が必須条件である｡ 多様化により国内資源の有効利用が計れるとともに

国際市場における農産物価格の激 しい変動に対処できる｡散に南ベ トナムの農業発展のために,

米以外の作物の増産,輸出にも充分注意を払 うことが大切である｡作物 としてはゴム,メイズ,

さとうきび,果物,野菜などが考え られる(､かつて Chochinchinaは年間50万 トンほどメイズ

を輸出したこともある｡61)

米の流通に関しては,70年代初,ig]には HYV の急速な普及 とともにそれが多量に雨季に収穫

されるようになり,水分含量の高いもみ米が市場にEi-ミ廻 り米の品質低下や流通ロスが増大 して

いた｡南ベ トナムでは機械乾燥はほとんど行なわれていなかった｡もし雨季における米の収穫

が将来も続 くならば小規模農家に適 した小型で安価な乾燥機械が導入されることが望ましい｡

WildmanAgriculturalResearch,Inc.が同社の南ベ トナムの 米流通の 調査に基づいて bulk

handling による大型の倉庫 ･乾燥機のシステム-の投資を提案 した｡62) しか し筆者は, 労働

供給過剰の南ベ トナムでは適切な投資ではないと考える｡ 既存の倉庫,精米所の容量はほぼ充

分であり,性能 も修理をすればまずまずだか らそれ らを充分活用することが重要であろうO

政府の米の流通 ･市場政策に関 しては,旧政権下において NFAが適切な政策を実施するの

に経験のある人材が不足 していた ことを指摘 したが,新政権 も同様の食糧管理組織を必要とす

ると考えられる｡ NFAと同 じ問題に直面するのを避けるため,閲組織内-の経験者 (例えば

華僑)の採用を実施すべきであろう｡また米の流通の効率性の維持, したがって市民の福祉の

維持のため,新政権の食糧管理組織は NFAがそうであったように米市場を独占せず,華僑等

の自由市場 と両立 し,競争することが望ましいo

米やその他の農産物 とその生産手段の流通 ･市場の実態は詳しいことはまだあまり明 らかに

されていない｡ この制度的 ･経済的 ･技術的研究が,より多 くの時間と人手をかけて行なわれ

ることがより具体的な農業発展計画のための基礎データを提供する意味で大切であることを最

後に付言 したい｡
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